
海外との大容量データの高速転送を実現する
活文 Accelerated File Transfer

アクリーティブ株式会社 様

経理業務などのアウトソーシングサービスを提供している
アクリーティブ株式会社（以下、アクリーティブ）では、提携
するお客さまの伝票処理業務にOCRシステムを採用。さら
に、電子化した大量の伝票データをカンボジアの拠点へより
効率的に、よりセキュアに転送するために、OCRシステムと
連動するデータ転送システムとして「活文 Accelerated 
File Transfer（以下、活文）」を導入しました。

導入事例

OCRシステム導入後の伝票データ転送過程に課題が
見つかり、新たなデータ転送システムを検討することに。

導入の背景

電子化した伝票データをより効率的に、
よりセキュアに海外拠点へ転送するために。
OCRシステムと連動する
データ転送システムとして「活文」を導入。

　OCRと電子化した伝票データの管理を組み合わせたOCRシステムの導
入によって、伝票処理業務の効率化を進めたアクリーティブ。そのシステム
に、新たに「活文」を組み込むことになった背景には、どのような理由と狙い
があったのでしょう。
　「私たちの会社では、従来から月間300万枚以上の伝票入力処理を行っ
ていて、日本の拠点と連携してカンボジアの拠点で作業を行うことでコストの
削減を図っていました。その業務効率をさらに向上させるため、日立ソリュー
ションズにOCRと電子化した伝票データの管理を組み合わせたOCRシステ
ムを構築してもらいました。実際に稼働してみると、OCRで正しく認識できな
かった伝票データを日本からカンボジアへ送る工程で、以前から利用してい
た他社のデータ転送の仕組みに連動性や信頼性に関するいくつかの課題
が見つかり、それらを解決するために新たなデータ転送システムの導入を検

討することになりました」（原田氏）

　「OCRシステムの稼働開始当初は、日本側の作業として、電子化した伝
票データを圧縮・アーカイブしてアップロードするという作業を手作業で行って
いました。しかし、データ量が膨大なうえにカンボジア側の通信回線のエラー
などによって何度となく（小分けにするなどしながら）伝票データを再送しなけ
ればならない作業が発生した結果、転送漏れが発生してしまうことがあり、ミス
を完全になくすためにはシステムによる自動化が必要だと考えました」（東氏）

　新たなデータ転送システムを導入するにあたり、どのように改善されること
を求めていたのでしょう。また、「活文」を採用する決め手となったのは、どんな
機能だったのでしょうか。
　「お客さまの大事なデータを海外に送るわけですから、なによりセキュリティ
を確かなものにしたいという要望がありました。これについては、ユーザ管理
や通信先、アクセス元の制限など、日立ソリューションズからご提案いただい
たプラットフォームとしての『活文』の安全性に魅力を感じていました。そのう
えで、OCRシステムとデータ転送システムを連動させることで業務を止めず
にノンストップで作業を進められるようにしたいと考えていました。これらのポイ
ントについて、従来から利用していた他社のデータ転送サービスと機能比較
しながら選定を進めていきました。そうしたなかで『活文』を採用する決め手と
なったのは、通信が途切れたときにデータ転送を自動的にリトライしてくれる
機能。カンボジア側の通信環境はまだ不安定なため、転送が途切れてしまう
ことがよくあります。これまでの仕組みでは、そのたびに転送を手作業でやり
直す必要があったため、常にチェックしていなければなりませんでした。データ
転送を自動的にリトライしてくれるようになれば、転送漏れのリスクを大幅に
低減できるとともに、スタッフの負担も軽減できると考えました」（原田氏）

 2012年２月にOCRシステムを利用した伝票処理業務が開始されてから、
データ転送の課題を再認識し、解決策を検討、新たに「活文」が組み込まれる
までの期間は約７か月だったといいます。開発は順調に行われたのでしょうか。
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選定までの経緯

改善のポイントはセキュリティと業務効率の向上。
通信が途切れた時のリトライ機能が採用の決め手に。

導入時の取り組み

OCRシステムとの連動性が開発のポイント。スムーズな
対応で稼動開始から7か月後にデータ転送システムを追加。



 「もともと、日立ソリューションズにはOCRシステムとそれに付帯するアプリ
ケーションを開発してもらった経緯があったので、連動するデータ転送システ
ムとして『活文』を追加導入したいという要望への対応もスムーズでした。期
間的にも希望した範囲で稼働開始できましたし、実現した機能もこちらが望
んでいたものでした」（原田氏）
　「同じタイミングで、OCRシステムに対してもいくつかの機能を追加、拡張し
て欲しいという要望を出していました。それらの開発も含めた期間が約７か月で

した。『活文』の追加導入だけなら、もっと早く稼働して
いたと思います」（東氏）

　OCRによる伝票の電子化から「活文」によるデータ転送まで、ノンストップ
で伝票処理業務を行えるシステム化が完了したのは2012年９月。「活文」
の追加導入によって、めざしていた効果は得られたのでしょうか。
　「明らかな導入効果は、転送の際のミスがなくなったことです。『活文』を導
入する以前、転送を手作業で行っていたときには防ぐことが難しかった転送
漏れが、導入以降はゼロになりました。本来、それが自動化の一番の目的で
したし、カンボジアへ送った伝票数と日本へ戻って来た伝票数が完全に一
致することで、お客さまの信頼を確立することができました。さらには、ミスを防
ぐためのチェック作業にかかっていたコストの削減にもつながりました。すでに
システムを利用し始めてから３年半以上が経っていますが、『活文』に関して
は無事故、無停止で運用できています」（原田氏）
　「カンボジアの拠点でも同様に『活文』を利用していますが、通信回線のト
ラブルに関するものを除いては本社への問い合わせはほとんどありませんで
した。転送作業を自動化できたことによって、人員をほかの業務に充てられる
ようになったと聞いています。『活文』による自動化の効果は、カンボジアの
拠点でも同じように得られているということです」（東氏）

　伝票処理業務のデータ転送システムとして利用し始めてから約３年半、順
調に稼働しているという「活文」の今後の活用イメージをお聞きしました。

　「私たちとしては、カンボジアの拠点のさらなる活用という課題があり、新し
い仕事も取り入れていきたいと思っています。それは、今回と同様に日本で
受注してカンボジアに転送するものになりますが、その業務にも『活文』を利
用できたらと考えています。現在行っている伝票処理だけでも、カンボジアで
行う仕事量、扱うデータ量は年々増えていますが、それに加えて、別のお客さ
まの仕事を始めた場合にも同じように『活文』を使いたいと思っています。ま
た、他の国にも拠点があるので、今後はそちらの仕事にも活用できたらと
思っています。今回の経験で、使い勝手がいいのはよく分かりましたから」
（原田氏）
　そのように新しいお客さまの仕事に「活文」を利用する場合、機能や転送
品質などに要望はありますでしょうか。
　「現在は決められた８種類ほどの帳票を扱っていますが、お客さまが変わ
ればその種類が増えたり変わったりするので、カスタマイズが必要になりま
す。それをもう少し簡単にできるようになればと思っています。転送の速度や
容量については、特に問題は発生していません」（東氏）
　最後に、今回導入していただいたシステムへの感想と、日立ソリューション
ズへの要望をお聞きしました。
　「まずOCRシステムについては技術力、対応力ともに、最高水準だったと
思っています。そこに組み込んだデータ転送システムの開発もスムーズで、
対応には満足しています。稼働直後にはカンボジアで伝票データをダウン
ロードできなかったこともありましたが、通信回線のトラブルによるものでシス
テムの不具合ではなかったですし、その調査対応も迅速でした。保守面でも
こちらが苦労を感じたことはないので、今後のシステム拡張の際にも同様の
サポートをお願いしたいと思っています」（原田氏）

導入後の効果

転送漏れがゼロに。
お客さまの信頼を確立するとともに、コストも削減。

今後の展望

増加する海外転送ニーズに「活文」のさらなる活用も。
別業務に適用するためのカスタマイズ容易化を期待。
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※本事例の内容は2016年3月以前の情報です。 ※活文は、株式会社 日立ソリューションズの登録商標です。 ※本文中の会社
名、商品名は各社の商標、または登録商標です。 ※本文中および図中では、TMマーク、®マークは表記しておりません。 ※製
品の仕様は、改良のため、予告なく変更する場合があります。 ※本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法なら
びに米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをお取りください。なお、ご不明な場合は、当社担当営
業にお問い合わせください。 ※本文中の情報は、事例作成時点のものです。

本事例のwebページはこちら
www.hitachi-solutions.co.jp/katsubun/case27/

本カタログ掲載商品・サービスの詳細情報
www.hitachi-solutions.co.jp/katsubun/sp/aft/
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